
��

　

二
、
歴
史
の
始
ま
り 

＝
ム
ラ
か
ら
国
へ
＝

　
　
　
　
　

弥
生
時
代
か
ら 

古
墳
時
代
へ
、
そ
し
て
飛
鳥
時
代
へ

 

二・一 

時
代
区
分
は
「
弥
生
時
代
」
へ

　

縄
文
時
代
と
い
う
時
代
区
分
は
、
縄
目
の
模
様
の
つ
い
た
土
器
（
縄
文
式
土
器
）
が
使
わ
れ
た
こ
と
に
由
来

す
る
。
石
器
時
代
に
は
キ
ャ
ン
プ
生
活
だ
っ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
定
住
す
る
暮
し
に
な
っ
た
の
で
、
食
料
を
保
存

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
容
器
と
し
て
土
器
が
登
場
し
た
。

　

そ
の
後
、
稲
作
（
水
稲
農
耕
）
が
始
ま
る
と
、
食
料
を
保
存
す
る
土
器
は
、
住
居
の
中
で
煮
炊
き
す
る
機

能
を
も
つ
道
具
へ
と
変
質
す
る
。
使
い
易
く
、
薄
く
て
固
い
土
器
が
登
場
し
た
。
紀
元
前
三
世
紀
か
ら
紀
元

後
三
世
紀
の
時
代
区
分
は
、
弥
生
式
土
器
の
時
代
、
即
ち
「
弥
生
時
代
」
と
呼
称
さ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の

時
代
に
は
、
大
陸
か
ら
鉄
や
銅
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
金
属
は
硬
く
て
粘
り
が
あ
り
、
切
れ
味
が
鋭
く
、
形
を

変
え
易
い
特
徴
を
も
つ
。
そ
こ
で
稲
作
の
農
具
に
使
わ
れ
た
。
貧
富
の
差
や
飢
饉
、
戦
争
が
始
ま
っ
た
の
も
、

弥
生
時
代
か
ら
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
縄
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代
へ
の
移
行
は
、
地
域
に
よ
っ
て
大
き
な
差
異
が
あ
り
、
時
代
区
分
に

は
曖
昧
な
要
素
が
付
き
ま
と
う
。
し
か
も
、
近
年
、
科
学
的
な
測
定
結
果
を
根
拠
と
し
て
、
そ
の
始
ま
り
を

五
百
年
遡
る
べ
き
だ
、
と
す
る
見
解
も
公
表
さ
れ
て
い
る
（
後
出
）。

 

二・二 

農
耕
＝
稲
作
＝
の
時
代

　
「
弥
生
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
起
源
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
十
七
年

（1884

）、
現
・
東
京
都
文
京
区
弥
生
（
当
時
は
本
郷
向
ヶ
丘
弥
生
町
）
の
貝
塚
で
発
見
さ
れ
た
土
器
が
、
発
見

地
に
因
ん
で
「
弥
生
式
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

　

但
し
、こ
の
時
代
に
な
る
と
、お
米
と
稲
作
＝
特
に
水
稲
の
耕
作
技
術
＝
が
関
わ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
、

土
器
と
の
結
び
付
き
は
薄
れ
、「
弥
生
時
代
」
は
、
食
料
を
生
産
す
る
た
め
の
農
耕
社
会
と
し
て
捉
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。

　

日
本
で
は
、
稲
の
耕
作
が
何
時
、
そ
し
て
何
処
で
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
、
稲
作
の
技
術
を
も
っ

た
集
団
が
日
本
列
島
の
外
か
ら
北
九
州
に
移
住
し
て
伝
え
ら
れ
た
、
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
近
年
、

各
地
で
、
縄
文
遺
跡
の
土
器
片
か
ら
イ
ネ
科
植
物
の
細
胞
成
分
が
発
見
さ
れ
、
稲
作
は
、
す
で
に
縄
文
後
期

か
ら
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
、
と
す
る
説
が
有
力
に
な
っ
た
。
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二・三 

稲
作
の
遺
跡
は
現
存
す
る
・
・
・

　

現
・
佐
賀
県
唐
津
市
の
「
菜な
ば

畑た
け

遺
跡
」
で
は
、
当
時
の
「
水
田
」

が
復
元
さ
れ
、
ま
た
、
現
・
福
岡
県
福
岡
市
の
「
板い
た

付つ
け

遺
跡
」
で
は
、

水
稲
を
耕
作
し
た
初
期
の
「
環か
ん

濠ご
う

集
落
」（
周
囲
に
掘
を
め
ぐ
ら
し
た
ム
ラ
）

が
再
現
さ
れ
て
、
何
れ
も
国
の
史
跡
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
遺
跡
の
稲
作
は
大
陸
か
ら
齎
さ
れ
た
も
の
で
、
金
属
製
の
農

耕
具
、木
製
の
鍬く
わ
や
鋤す
き
な
ど
が
使
わ
れ
、食
料
な
ど
の
貯
蔵
の
た
め
に
高た
か

床ゆ
か

倉
庫
や
貯
蔵
穴
が
作
ら
れ
て
い
た
、

と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　

菜
畑
遺
跡
で
は
、
縄
文
時
代
晩
期
末
の
地
層
か
ら
大
規
模
な
水
田
が
営
ま
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
水
路
、

堰せ
き

な
ど
が
発
掘
さ
れ
た
の
で
、
今
よ
り
遡
る
こ
と
三
千
年
前
、
水
田
に
よ
る
稲
作
農
業
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
証
明
さ
れ
た
。

 

二・四 

弥
生
時
代
の
新
規
の
区
分

　

そ
こ
で
、「
弥
生
時
代
」
は
、
水
稲
の
農
耕
技
術
が
定
着
し
た
段
階
以
後
の
時
代
区
分
と
定
義
さ
れ
、
紀

元
前
四
百
年
か
ら
を
「
早
期
」、
三
百
年
前
か
ら
を
「
前
期
」、
そ
し
て
二
百
年
前
か
ら
を
「
中
期
」
と
呼
ぶ

こ
と
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
炭
素
同
位
体
比
を
基
礎
と
す
る
年
代
測
定
法
に
よ
る
結
果
に
基
づ
い
て
、
平
成
十
五
年

（2003

）、
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
の
研
究
陣
か
ら
、
弥
生
時
代
の
始
ま
り
は
、
大
幅
に
繰
り
上
げ
る
べ
き
だ
、

と
い
う
見
解
が
提
出
さ
れ
た
。
縄
文
時
代
早
期
、
前
期
の
始
ま
り
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
従
来
の
数
値
よ
り
、
ほ

ぼ
五
百
年
前
後
、
中
期
は
二
百
年
も
繰
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
も
の
で
、
紀
元
前
四
世
紀
前
後
か

ら
紀
元
後
三
世
紀
中
頃
ま
で
の
七
、八
百
年
と
さ
れ
て
い
た
弥
生
時
代
の
期
間
は
、
一
挙
に
千
三
百
年
へ
と
延

伸
さ
れ
た
。

http://bunkazai.city.fukuoka.lg.jp/cultural_properties/detail/430

下の写真は、再現された「板付遺跡」の環濠」集落

http://inoues.net/ruins/matura.html

「菜畑遺跡」の水田
下の写真は、復元された
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集
落
＝
ム
ラ
が
形
成
さ
れ
る

　

弥
生
時
代
の
「
農
耕
社
会
」
は
、
や
が
て
、
小
さ
な
集
団
と
し
て
「
ム
ラ
」（
村
落
社
会
）
を
つ
く
る
。
そ

し
て
「
ム
ラ
」
と
「
ム
ラ
」
は
土
地
や
権
力
を
め
ぐ
っ
て
争
い
、
次
第
に
大
き
な
政
治
勢
力
の
結
集
へ
と
突
き

進
む
。
激
動
の
時
代
と
な
り
、
さ
ら
に
政
治
的
な
ま
と
ま
り
に
王
（
支
配
者
、
君
主
）
が
現
わ
れ
、
小
国
が
誕

生
す
る
。 

 

二・五 

「
邪
馬
台
国
」
の
誕
生

　

中
国
の
文
献
（
後
漢
書
＝
後
漢
朝
に
つ
い
て
書
か
れ
た
歴
史
書
＝
）
に
拠
る
と
、
紀
元
前
一
世

紀
ご
ろ
、
日
本
に
は
百
余
り
の
小
国
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
紀
元
五
十
七
年
、
倭わ

（
当
時
の

日
本
を
指
し
て
）
の
奴な

国
の
王
が
後
漢
の
光
武
帝
に
使
者
を
送
り
、
金
の
印い
ん

綬じ
ゅ

（
印
章
と
下

げ
る
た
め
の
紐
）
が
与
え
ら
れ
た
、
と
い
う
。

　
こ
の
頃
各
地
の
王
た
ち
は
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
と
交
易
し
、
使
者
を
送
っ
て
先
進

文
化
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
た
よ
う
だ
。
小
国
は
次
第
に
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
二

世
紀
の
終
わ
り
に
起
こ
っ
た
争
乱
は
な
か
な
か
収
ま
ら
な
か
っ
た
。
三
世
紀
に
入
っ
て
、

諸
国
が
「
邪
馬
台
国
」
の
女
王
の
卑ひ

弥み

呼こ

を
立
て
る
と
乱
は
治
ま
り
、
邪
馬
台
国
を
中

心
と
し
た
小
国
連
合
が
生
ま
れ
た
。

　
『
魏ぎ

志し

倭わ

人じ
ん

伝で
ん

』（
中
国
の
歴
史
書
、『
三
国
志
』
の
一
部
）
に
よ
る
と
、
卑
弥
呼
は
呪じ
ゅ

術じ
ゅ
つ（

呪ま
じ
ない
）
の
力
で
人
々

か
ら
畏
れ
ら
れ
、
ま
た
敬
わ
れ
て
君
臨
し
、
祭
政
一
致
の
政
治
形
態
を
も
っ
て
い
た
。
紀
元
二
百
三
十
九
年
、

卑
弥
呼
は
魏
に
使
者
を
送
り
、「
親
魏
倭
王
」
の
称
号
と
金
印
、
銅
鏡
な
ど
を
与
え
ら
れ
た
。

　

左
に
掲
げ
た
の
は
、
原
文
『
倭
人
伝
』
の
一
節
で
あ
る
。
そ
の
大
意
は
、「
そ
の
国
、
倭
国
は
男
子
を
以
て

王
と
し
て
い
た
が
、
互
い
に
争
い
、
攻
め
合
っ
て
、
国
は
乱
れ
た
。
そ
こ
で
、
女
子
を
立
て
て
王
と
す
る
。
卑

弥
呼
と
い
う
。
彼
女
は
夫
、
婿
は
持
た
な
か
っ
た
が
、
弟
が
居
た
。
呪
術
に
長
け
、
人
々
の
目
に
留と

ま
る
こ
と

な
く
国
を
支
配
し
た
。
婢ひ

（
下
女
）
千
人
を
侍
ら
せ
て
い
た
が
、
一
人
の
男
子
の
み
が
飲
食
を
給
し
、
居
所
に

出
入
り
し
て
い
た
。
居
宅
に
は
城
柵
を
設
け
、
兵
に
よ
っ
て
守
備
を
固
め
た
」。

 

二・六 

「
邪
馬
台
国
」
は
何
処
に
？

　

大
陸
に
近
い
ル
ー
ト
か
ら
考
え
れ
ば
北
九
州
に
な
る

が
、
そ
の
後
、
大
和
を
拠
点
と
す
る
政
治
連
合
が
生

ま
れ
た
こ
と
、さ
ら
に
、草
創
期
の
「
大
和
政
権
」
は
、

や
が
て
四
世
紀
半
ば
に
西
日
本
を
統
一
し
た
こ
と
を
考

慮
す
る
と
、
畿
内
説
も
無
視
で
き
な
く
な
る
。

　

卑
弥
呼
の
没
年
は
、『
魏
志
倭
人
伝
』
に
よ
る
と
、

　　漢
かんの

委
わの

奴
なの

國
こく

王
おう

印
寸法：一辺約 2.3cm、約 100g
発見されたのは筑前国那珂郡志賀島村　　　　

（現：福岡県福岡市）　　所蔵：福岡市博物館

『
倭
人
伝
』
の一
節
（
原
文
）
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紀
元
二
百
四
十
七
、
又
は
八
年
と
い
う
。
没
後
、
大
き
な
塚
が
作
ら
れ
、
奴ぬ

婢ひ

（
奴
は
男
子
、
婢
は
女
性
）
百

余
人
が
殉
葬
さ
れ
た
、と
記
さ
れ
て
い
る
。（
原
文
は
、「
卑
彌
呼
以
死
、大
作
冢
、徑
百
餘
歩
、狥
葬
者
奴
碑
百
餘
人
」）。

　
一
族
の
女
性
、「
壹い

與よ

」（
ま
た
は
臺
與
、
新
字
体
で
は
、
壱
与
、
台
与
と
も
）
が
跡
を
継
ぐ
。

 

二・七　
情
報
が
空
白
だ
っ
た
四
世
紀

　

中
国
の『
晋し
ん

書
』（
晋
王
朝
に
つ
い
て
書
か
れ
た
歴
史
書
）に
よ
る
と
、

泰た
い

始し

二
年
（
西
暦
の266

年
）
に
、
倭
の
女
王
の
使
者
が
朝
貢

し
た
、
と
の
記
述
が
あ
る
（
女
王
は
、
台
与
か
？
）。
し
か
し
、
西

暦
・266

年
か
ら413
年
（
次
節
参
照
）
に
か
け
て
は
、
中
国

の
歴
史
的
な
文
献
に
倭
国
の
記
述
が
無
い
の
で
、「
空
白
の
四
世

紀
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
こ
ろ
倭
国
の
ヤ
マ
ト
王

権
は
拡
大
し
て
強
化
統
一
さ
れ
、
古
墳
時
代
終
末
期
に
は
、
倭

国
か
ら
日
本
国
へ
と
国
名
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　
「
倭
国
の
五ご

王お
う

」
は
何ど
な
た方

か
？

　

そ
の
百
五
十
年
後
の
義ぎ

熙き

九
年
（
西
暦
の413

年
）、
中
国
の

文
献
に
現
わ
れ
た
の
は
、
倭
の
五
王
（
讃
、
珍
、
済
、
興
、
武
と
記

　
　
卑
弥
呼
の
鏡
説

　
中
国
の
歴
史
書『
三
国
志
』『
魏
志
倭
人
伝
』に
、

邪
馬
台
国
の
女
王
、
卑
弥
呼
は
魏
に
遣
使
し
て
、

景
初
三
年
（
紀
元239

年
）、
魏
の
皇
帝
が
卑
弥
呼

に
銅
鏡
百
枚
を
下
賜
し
た
と
す
る
記
述
が
あ
る
。

そ
の
鏡
は
「
三
角
縁
神
獣
鏡
」
で
は
な
い
か
、
と

い
う
説
が
あ
る
。

　
昭
和
二
十
八
年
、
京
都
府
の
椿
井
大
塚
山
古
墳

か
ら
神
獣
鏡
が
出
土
す
る
と
、
同
型
の
鏡
が
日
本

各
地
の
古
墳
か
ら
出
土
し
て
い
る
事
実
に
着
目
し

た
研
究
者
か
ら
、
の
ち
の
ヤ
マ
ト
王
権
が
各
地
の

豪
族
に
与
え
た
と
す
る
神
獣
鏡
は
、
卑
弥
呼
に
下

賜
さ
れ
た
神
獣
鏡
で
、
邪
馬
台
国
は
実
は
大
和
に

所
在
し
て
い
た
の
で
は
、
と
い
う
古
代
政
権
が
成

立
す
る
過
程
が
提
唱
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
同
型
の
鏡
の
分
布
か
ら
、
そ
こ
ま
で

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
過
程
を
想
定
す
る
の
は
無
理
が

あ
る
の
で
は
、
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

さ
れ
て
い
る
）
で
、
東
晋
に
使
者
を
派
遣
し
、
西
暦
の478

年
ま

で
、
少
な
く
と
も
九
回
朝
貢
し
た
、
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
中
国
か
ら
文
字
（
漢
字
）
が
導
入
さ
れ
、
八
世
紀

の
初
頭
、
日
本
国
で
初
め
て
の
歴
史
書
、『
古
事
記
』（
和
銅
五

年
∧712

∨
）
と
『
日
本
書
紀
』（
養
老
四
年
∧720

∨
）
が
完
成

し
た
。
後
者
は
日
本
国
の
正
史
と
し
て
、
神
代
に
始
ま
り
、
続

い
て
天
皇
の
系
譜
が
記
さ
れ
た
。
中
国
の
書
物
に
記
さ
れ
た
五

王
を
、『
日
本
書
記
』
の
各
天
皇
に
比
定
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ

た
が
、
遺
憾
乍
ら
諸
説
何
れ
に
も
決
め
手
が
無
く
、
正
体
は
未

だ
に
不
確
定
で
あ
る
。

 

二・八　
初
期
の
天
皇
は
「
神
話
」
か
？

　
『
古
事
記
』、『
日
本
書
記
』
に
よ
る
と
、
日
本
の
初
代
の
天

皇
は
『
神
武
天
皇
』
で
あ
る
が
、
初
期
の
天
皇
は
「
神
代
」
と

繋
が
る
神
話
で
、
実
在
し
な
か
っ
た
の
で
は
、
と
い
う
見
解
が
あ
っ

て
、「
欠
史
八
代
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

奈
良
県
広
陵
町
新
山
古
墳
出
土 　
宮
内
庁
蔵

三角縁仏獣鏡

神仙の像を仏に
置き換えたもの
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二・九　
古
墳
時
代
へ
・
・
・

　

大
王
を
頂
点
と
す
る
支
配
者
層
は
、
そ
の
権
威
を
誇
示
す
る
よ
う
に
、
の
ど
か

な
農
村
景
観
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
大
き
な
墳
墓
と
し
て
「
古
墳
」
を
造
り
始
め
る
。

三
世
紀
半
ば
過
ぎ
か
ら
七
世
紀
末
頃
ま
で
の
約
四
百
年
間
の
時
代
区
分
は
、「
古
墳

時
代
」
と
呼
ば
れ
、
中
で
も
三
世
紀
半
ば
過
ぎ
か
ら
六
世
紀
末
ま
で
、
北
は
東
北

か
ら
南
は
九
州
地
方
南
部
ま
で
、卓
越
し
た
「
前
方
後
円
墳
」
が
造
り
続
け
ら
れ
た
。

　
「
前
方
後
円
墳
」
は
・
・
・

　

円
形
の
主
丘
に
方
形
の
突
出
部
が
接
続
す
る
形
式
で
、
双
丘
の
鍵
穴
形
を
な
し
、

弥
生
時
代
の
墳
墓
か
ら
独
自
に
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
円
形
墳
丘

墓
の
周
濠
を
掘
り
残
し
た
通
路
部
分
が
発
達
し
、
墓
（
死
の
世
界
）
と
人
間
界
を
繋

ぐ
陸
橋
と
し
て
、
墳
丘
と
一
体
化
し
た
の
で
は
、
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、

円
部
は
軍
事
・
政
治
を
担
っ
た
男
王
、
方
部
は
祭
祀
を
司
っ
た
女
王
の
墓
に
由
来

す
る
と
い
う
説
も
あ
る
。

　

し
か
し
、七
世
紀
に
入
る
と
前
方
後
円
墳
は
造
ら
れ
な
く
な
る
。そ
の
代
わ
り
に
、

方
墳
・
円
墳
、
八
角
墳
な
ど
は
造
り
続
け
ら
れ
て
、
古
墳
時
代
は
終
末
期
と
な
る
。

　

確
か
に
実
在
し
た
の
は
、十
代
崇す

神じ
ん

天
皇
か
ら
、或
い
は
十
五
代
応お
う

神じ
ん

天
皇
か
ら
で
、

そ
れ
以
前
の
天
皇
と
は
血
縁
の
無
い
、二
十
六
代
継け
い

体た
い
天
皇
（450

年
こ
ろ
〜531

）
が
、

新
規
王
権
の
成
立
を
意
味
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
卑
弥
呼
と
天
照
大
神
を
年
代
の
相
関
か
ら
結
び
付
け
、『
日
本
書
記
』
の

天
照
大
神
は
、
卑
弥
呼
を
神
格
化
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
議
論
も
あ
る
（「
卑

弥
呼
・
邪
馬
台
国
の
会
」yam

atai.cside.com
/tousennsetu/him

iko.htm

）。

　
ヤ
マ
ト
王
権

　

大
和
の
奈
良
盆
地
を
中
心
と
す
る
畿
内
豪
族
の
連
合
体
は
、
遅
く
も
四
世
紀
に

は
大
き
政
治
勢
力
と
し
て
地
位
を
確
立
す
る
。
大お
お
き
み王
と
呼
ば
れ
る
首
長
を
盟
主
に
、

四
世
紀
中
頃
に
は
西
日
本
を
統
一
し
、
種
々
の
技
術
を
も
つ
渡
来
人
を
登
用
す
る
。

さ
ら
に
五
〜
六
世
紀
に
か
け
て
、
部べ

民み
ん

制せ
い

（
王
権
へ
の
従
属
・
奉
仕
の
体
制
、
朝
廷
の
仕

事
を
分
掌
す
る
体
制
。
朝
廷
と
は
、
君
主
制
下
で
官
僚
機
構
を
伴
っ
た
政
府
・
政
権
の
こ
と
）、

氏し

姓せ
い

制
度
（
政
権
へ
の
貢
献
度
、
朝
廷
政
治
上
で
占
め
る
地
位
に
よ
っ
て
、
氏ウ

ジ

と
姓カ

バ
ネを

授
与
、

そ
の
特
権
を
世
襲
す
る
制
度
）
を
成
立
さ
せ
た
。
基
盤
を
固
め
、
地
方
の
支
配
を
強
化

す
る
。

時代区分

1000 -13000-12000-11000-10000-9000-8000-7000-6000-5000-4000-3000-2000-1000±02000 縄
文
海
進

- 西 暦 -

古墳 縄文
晩期

縄文
後期

縄文
中期

縄文
前期

縄文
早期

縄 文
草創期現代

石器
時代弥生 地域に依存する

移行期

前 期中 期後 期

-900-800-400100300500600700 ± 0 -700200 -300-100 -200 -500 -600400800

早
期

飛鳥
時代

奈良
時代

592710794

古墳時代
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究
者
の
墳
丘
へ
の
自
由
な
立
ち
入
り
を
禁
止
し
て
お
り
、
残
念
乍
ら
、
こ
れ
以
上
の
議
論
を
進
め
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
へ
と
、
大
き
な
時
の
流
れ
を
追
っ
て
き
た
が
、
い
よ
い
よ
本

題
に
入
っ
て
、
志
木
市
内
の
こ
の
こ
ろ
の
動
静
を
、
考
古
学
的
な
発
掘
、
調
査
結
果
を
手
掛
か
り
と
し
て
、

探
索
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

 

二・十
一　
志
木
市
内
で
は
・
・
・

＝
弥
生
時
代
〜
古
墳
時
代
前
期
ま
で
＝

　

前
号
で
記
し
た
よ
う
に
、
縄
文
海
進
の
こ
ろ
、
志
木
市
一
帯
は
温
暖
な
気
候
と
食
べ
物
に
恵
ま
れ
、
豊

か
な
生
活
環
境
の
下
に
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
縄
文
時
代
の
後
期
か
ら
晩
期
に
向
か
っ
て
、
一
転
し
て
人
影
は
乏
し
く
な
り
、
つ
い
に
は
消

え
て
し
ま
っ
た
。

　

つ
ず
く
弥
生
時
代
前
・
中
期
の
遺
跡
は
、
未
だ
に
志
木
市
内
で
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
縄

文
晩
期
以
後
の
空
白
は
、
弥
生
時
代
に
入
っ
て
も
続
い
た
よ
う
だ
。

　

だ
が
転
機
は
西
方
か
ら
や
っ
て
き
た
。弥
生
時
代
後
期
の
こ
ろ
、九
州
北
部
な
ど
で
稲
の
耕
作
が
始
ま
っ

た
。
稲
は
日
本
人
の
主
食
と
な
り
、
稲
作
は
急
速
に
東
進
し
て
、
遂
に
関
東
地
方
に
到
達
す
る
。
志
木
市

 
二・十　
「
卑
弥
呼
」
の
墓
か
？　

　

奈
良
県
桜
井
市
三
輪
山
の
、
北
西
麓
一
帯
に
広
が
る
纒ま
き

向む
く

（
ま
た
は
纏
向
）

遺
跡
は
、
弥
生
時
代
末
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
に
か
け
て
の
集
落
遺
跡
（
三

世
紀
に
ム
ラ
が
で
き
た
か
？
）
で
、
前
方
後
円
墳
・
発
祥
の
地
と
推
定
さ
れ
、

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。
邪
馬
台
国
の
中
心
地
に
比
定
さ
れ
る
の
で
は
、

と
の
意
見
も
あ
り
、
六
つ
の
古
墳
の
う
ち
の
一
つ
、「
箸は
し

墓は
か

古
墳
」
は
、『
魏

志
倭
人
伝
』
が
伝
え
る
倭
国
の
女
王
、「
卑
弥
呼
」
の
墓
で
は
な
い
か
（
邪

馬
台
国
畿
内
説
）、
と
の
見
解
も
提
示
さ
れ
て
い
る
（
以
前
は
、
こ
の
古
墳
の
築

造
が
三
世
紀
末
か
ら
四
世
紀
初
頭
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、
卑
弥
呼
が
死
亡
し
た
三
世
紀
前

半
と
の
時
期
の
ず
れ
が
あ
り
、
こ
の
古
墳
を
卑
弥
呼
の
墓
と
す
る
可
能
性
は
否
定
さ
れ
て

い
た
）。

　

こ
の
古
墳
の
築
造
年
代
が
、
卑
弥
呼
の
没
年
に
近
い
三
世
紀
の
中
頃
か

ら
後
半
と
す
る
説
が
有
力
に
な
っ
た
以
上
、
一
歩
前
進
し
て
探
索
す
べ
き

で
は
な
い
か
、
と
の
意
見
も
現
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
、
箸
墓
古
墳
を
所
管
し
て
い
る
の
は
宮
内

庁
で
、
こ
の
古
墳
の
被
葬
者
は
第
七
代
孝
霊
天
皇
皇
女
の
墓
と
さ
れ
て
い
る
。
管
理
者
の
宮
内
庁
は
、
研

前
方
後
円
墳
＝
の「
箸
墓
古
墳
」
を
空
か
ら
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古
代
資
料
編
＝
昭
和
59
年
刊
、
通
史
編
上
＝
平
成
２
年
刊
）。
遺
跡
一
帯
は
古
く
か
ら
個
人
住
宅
が
密
集
し
て
い
た

の
で
、
こ
の
発
見
は
発
掘
調
査
に
よ
る
も
の
で
は
無
く
、
不
時
の
も
の
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
遺
跡
の
宅
地
で
の
発
掘
調
査
が
初
め
て
実
施
さ
れ
た
の
は
、
平
成
十
年
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と

で
、「
被
籠
土
器
」
が
発
見
さ
れ
た
住
宅
の
隣
地
で
、
古
墳
時
代
前
期
と
推
測
さ
れ
る
住
居
跡
が
姿
を
現

わ
し
た
。
ま
た
、
壺
形
土
器
、
高た
か

坏つ
き

形
土
器
、
甕か
め

形
土
器
が
出
土
し
た
（『
志
木
市
の
文
化
財
第
27
集
』、
志
木

市
遺
跡
群
９
＝
平
成
十
一
年
∧1999

∨
）。

　

そ
の
隣
地
に
当
る
田
子
山
遺
跡
は
・
・
・

　

本
町
二
丁
目
、
敷
島
神
社
と
細
田
学
園
校
地
を
含
む
東
側
一
帯
に
所
在
し
、
昭
和
六
十
三
年(1988)

に

第
一
回
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
数
回
の
発
掘
に
よ
っ
て
、
縄
文
時
代
、
早
期
・
中
期
・
後

期
、
弥
生
時
代
後
期
、
古
墳
時
代
後
期
、
平
安
時
代
以
降
に
わ
た
る
複
合
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
「
田
子
山
」
一
帯
は
武
蔵
野
台
地
の
最
北
端
部
に
当
り
、
崖
下
に
は
、
新
河
岸
川
が
南
東
に
向
か
っ
て

流
れ
る
。
遺
跡
の
標
高
は
十
五
メ
ー
ト
ル
、低
地
と
の
比
高
差
は
十
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
平
成
六
年(1994)

三
月
、
敷
島
神
社
の
東
側
の
隣
地
約
三
千
平
米
に
共
同
住
宅
の
建
設
が
計
画
さ
れ
た
た
め
、
大
掛
か
り
な

埋
蔵
文
化
財
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
弥
生
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
住
居
跡
が
二
十

軒
、
そ
の
他
、
土
坑
な
ど
が
多
数
検
出
さ
れ
、
弥
生
時
代
後
期
と
比
定
さ
れ
た
21
号
住
居
跡
か
ら
は
、
大

内
で
も
稲
作
が
始
ま
っ
て
、
低
地
沿
い
に
次
々
と
集
落
が
で
き
る
。
市
内
か
ら
は
多
数
の
遺
跡
が
発
掘
さ

れ
、
弥
生
時
代
の
後
期
末
葉
か
ら
古
墳
時
代
前
期
へ
と
、
再
び
、
往
時
に
も
勝
る
よ
う
な
賑
わ
い
が
戻
っ

て
来
た
。

　
富
士
前
遺
跡
は
・
・
・

　

市
内
の
本
町
三
丁
目
、標
高
十
五
メ
ー
ト
ル
の
台
地
上
に
在
っ
て
、朝
霞
市
と
の
境
界
を
な
す
開か
い

折せ
き

（
侵

食
に
よ
っ
て
地
形
が
細
分
化
さ
れ
た
）
谷
に
南
面
し
て
い
る
。
住
宅
が
密
集
す
る
地
域
だ
が
、
向
い
側
は
、
谷

底
の
よ
う
な
低
地
を
通
し
て
朝
霞
市
・
宮
戸
地
区
が
迫
る
。
住
居
の
庭
の
手
入
れ
を
し
て
い
た
民
家
の
庭

で
、
二
メ
ー
ト
ル
四
方
と
い
う
狭
い
範
囲
か
ら
、
偶
然
、
個
体
数
、
二
十
七
個
も
の
土
器
片
が
見
付
か
っ

た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
速
や
か
に
市
中
を
駆
け
廻
り
、
集
落

の
遺
構
の
発
見
で
は
な
い
か
、
そ
の
判
断
を
求
め
る
声
が
大
き

く
な
っ
た
。
特
に
、
籠
目
痕
を
も
つ
壺
形
土
器
の
華
や
か
な
赤

彩
文
様
は
大
き
な
注
目
を
浴
び
た
。

　

土
器
片
を
、
割
れ
目
、
文
様
、
材
質
な
ど
を
見
分
け
な
が
ら

接
合
す
る
作
業
が
進
め
ら
れ
、
表
面
に
編
み
物
の
跡
が
残
っ
た

「
被
籠
土
器
」
が
見
事
な
姿
を
現
わ
し
た
（『
志
木
市
史
』
原
始
、

富士前遺跡で出土した

　　「披籠土器」
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ま
た
は
長
方
形
で
、
一
辺
は
六
メ
ー
ト
ル
、
柱
は
四
本
で
、
中
央
に
炉
が
あ
り
、
貯
蔵
穴
が
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
一
辺
が
三
メ
ー
ト
ル
、
柱
が
二
本
の
小
住
宅
跡
も
見
ら
れ
る
（
市
史
通
史
編
）。

　

住
居
跡
か
ら
出
土
し
た
の
は
、
中
・
小
の
壷
（
貯
蔵
・
運
搬
用
）、
甕か
め

（
煮
炊
用
）、
台
付
甕
、
高た
か

坏つ
き

（
食

べ
物
を
盛
る
た
め
皿
を
台
の
上
に
載
せ
た
形
で
、
一
本
の
脚
も
つ
）、
鉢
な
ど
で
、
そ
れ
ら
の
大
部
分
は
「
弥
生
町

式
土
器
」（
既
述
し
た
よ
う
に
、
東
京
都
文
京
区
弥
生
町
で
初
め
て
発
見
さ
れ
、「
弥
生
時
代
」
と
呼
称
さ
れ
る
元
と
な
っ

た
土
器
で
、
堅
牢
で
光
沢
が
あ
る
。
こ
の
土
器
の
使
わ
れ
た
の
は
、
弥
生
時
代
後
期
）
だ
っ
た
が
、
弥
生
町
式
に
含

ま
れ
な
い
も
の
も
あ
り
、
こ
の
時
代
の
集
落
と
し
て
は
終
末
期
、
三
世
紀
に
下
っ
た
こ
ろ
の
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
（
市
史
通
史
編
）。

 

二・十
二　
弥
生
人
の
墓
制
は
・
・
・

　

整
然
と
し
た
施
設
が
造
営
さ
れ
、
死
者
は
通
例
、
住
居
近
く
に
葬
ら
れ
た
。

　
「
方
形
周し
ゅ
う

構こ
う

墓ぼ

」
は
・
・
・

　

木
棺
の
埋
葬
地
の
周
囲
を
一
辺
六
〜
二
十
五
米
の
方
形
に
区
画
し
て
、
幅
一
〜
二
米
の
溝
を
掘
り
、
土

盛
り
し
て
墳
丘
を
築
く
墓
で
、
弥
生
時
代
の
前
期
に
畿
内
で
出
現
し
て
、
急
速
に
東
方
に
普
及
し
、
関
東
・

東
北
に
及
ん
だ
。

　

志
木
市
内
で
は
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
に
か
け
て
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
、
す
で
に
数
十
基

　
田
子
山
遺
跡
平
面
図

　
左
側
は
弥
生
時
代
か
ら
の

複
合
遺
跡
、
右
上
は
田
子
山

富
士
の
土
壌
採
掘
跡

量
の
炭
化
米
、
種
子
、
豆
類
が
出
土
し
た
。

さ
ら
に
驚
く
べ
き
は
、
歴
史
時
代
に
入
っ
た

明
治
初
期
、
神
社
の
造
営
に
先
立
っ
て
築
造

さ
れ
た
「
田
子
山
富
士
」
の
土
壌
採
掘
跡
が

見
付
か
っ
た
。
但
し
、
こ
の
遺
構
は
、
ロ
ー

ム
採
掘
後
に
黒
土
を
使
っ
て
埋
め
戻
さ
れ
て

い
た
。
発
掘
調
査
は
、
ま
さ
に
特
筆
す
べ
き

発
見
に
繋
が
っ
た
（
上
図
を
参
照
）。

　
西
原
大
塚
遺
跡
は
・
・
・

　

志
木
市
域
で
最
大
の
規
模
を
も
つ
。縄
文
、

弥
生
、
古
墳
時
代
の
住
居
跡
が
発
掘
さ
れ
て

い
る
が
、
弥
生
時
代
の
集
落
は
遺
跡
全
体
に

広
が
り
、
東
西
の
幅
は
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
。

　

こ
の
時
代
の
住
居
跡
は
平
面
が
隅
丸
方
形
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に
限
ら
る
）
を
加
え
る
と
、
西
原
大
塚
の
集
落
は
、
広
大
な
区
域
に
わ
た
り
、
事
実
、
後
期
末
葉
か
ら
古

墳
時
代
前
期
に
か
け
て
の
住
居
跡
は
、
す
で
に
五
百
五
十
軒
以
上
も
確
認
さ
れ
た
。

　

集
落
は
、い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、個
々
の
集
落
は
、同
時
期
、隣
接
し
て
営
ま
れ
て
い
た
、

と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
の
集
落
は
数
軒
〜
数
十
軒
で
、
そ
の
構
成
員
数
を
数
十
人
と
仮
定
す
る
と
、
西
原

大
塚
遺
跡
で
は
、
あ
る
時
期
、
そ
の
人
口
は
百
人
単
位
で
数
え
ら
れ
る
規
模
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
中
野
、
城
山
遺
跡
も
・
・
・

　

縄
文
時
代
か
ら
、
弥
生
、
古
墳
時
代
の
複
合
遺
跡
で
暮
し
た
弥
生
人
は
、
自
ら
の
耕
地
を
、
そ
の
前
面

に
展
開
さ
れ
る
柳
瀬
川
の
低
地
に
求
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
規
模
は
小
さ
く
て
も
、
西
原
大
塚
遺
跡

と
同
じ
な
集
落
が
営
ま
れ
て
い
た
、
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
も
、
隅
丸
方
形
、
長
方
形
の
住
居

跡
が
発
掘
さ
れ
、
出
土
し
た
土
器
は
、
壺
、
台
付
甕
、
鉢
な
ど
で
、
既
述
し
た
富
士
前
遺
跡
、
西
原
大
塚

遺
跡
で
暮
ら
し
て
い
た
人
々
と
同
様
の
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

 

二・十
三　
弥
生
時
代
の
土
器
は
・
・
・

　

縄
文
時
代
の
土
器
と
較
べ
る
と
著
し
く
飾
り
や
無
駄
が
省
か
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
機
能
性
が
重
視
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
両
者
の
違
い
は
色
調
や
肉
の
厚
さ
に
あ
り
、
弥
生
土
器
は
よ
り
明
る
い
褐
色
で
、
薄
く
て

堅
い
。
縄
文
時
代
に
は
土
器
面
を
露
出
し
て
野
焼
き
し
て
い
た
が
、
対
す
る
弥
生
土
器
で
は
、
藁
や
土
で

の
周
構
墓
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
周
構
墓
は
、
ム
ラ
を
治
め
る
首
長
の
墓
と
し
て
、
各
集
落
に
隣
接
し
て

作
ら
れ
た
。

　

昭
和
六
十
二
年
（1987

）
以
降
、
西
原
大
塚
・
田
子
山
・
市
場
裏
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
が
、
平
成
十
五

年
（2003
）
以
降
に
な
る
と
、
新
邸
遺
跡
、
中
道
遺
跡
で
も
発
掘
さ
れ
る
。
ま
た
西
原
大
塚
遺
跡
で
は
数

多
く
見
出
さ
れ
、
特
に
、
そ
の
一
基
の
溝
底
か
ら
、
畿
内
系
で
庄
内
式
（
大
阪
府
「
庄
内
遺
跡
」
か
ら
出
土
し

た
）
の
長
脚
高
坏
が
出
土
し
て
注
目
さ
れ
た
。

　

平
成
十
一
年
、
西
原
大
塚
遺
跡
で
、
一
辺
が
二
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
市
内
最
大
規
模
の
方
形
周
溝
墓

が
発
掘
さ
れ
、こ
の
墓
の
溝
か
ら
、ト
リ
と
見
ら
れ
る
珍
し
い
土
器
（
鳥
形
土
器
）
が
見
付
か
っ
た
。
ま
た
、

畿
内
系
の
有
段
口
縁
壺
、
吉
ヶ
谷
式
系
の
壺
、
在
地
系
の
壺
な
ど
、
畿
内
・
比
企
地
域
・
在
地
の
特
徴
を

示
す
壺
が
出
土
し
た
。

　

周
溝
墓
か
ら
出
土
し
た
埋
葬
品
は
、
葬
ら
れ
た
人
物
と
関
わ
り
を
も
つ
。
そ
れ
ら
の
品
々
か
ら
、
被
葬

者
の
人
物
像
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
の
で
、
当
時
の
歴
史
を
繙
く
た
め
の
手
掛
か
り
を
与
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
西
原
大
塚
遺
跡
に
展
開
さ
れ
た
集
落
の
規
模
は
・
・
・

　

未
発
掘
区
域
の
推
定
値
（
注
：
発
掘
・
調
査
は
、
土
地
の
所
有
者
、
利
用
者
が
建
物
を
建
設
、
改
築
す
る
と
き
な
ど
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玉
県
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

志
木
市
内
で
発
掘
さ
れ
た
弥
生
時
代
の
土
器
類
は
殆
ど
後
期
の
も
の

で
あ
る
が
、
整
理
さ
れ
て
、
志
木
市
立
埋
蔵
文
化
財
保
管
セ
ン
タ
ー
の

「
弥
生
土
器
」
コ―

ナ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
る
（
下
の
写
真
は
そ
の
一
部
）。

　

 

二・十
四　
古
墳
時
代
前
・
中
・
後
期
の
志
木
市
内
で
は
・
・
・

　

昭
和
六
十
一
年
（1986

）
の
新
邸
遺
跡
の
発
掘
で
、
住
宅
跡
か
ら

「
五ご
り

領ょ
う

式
土
器
」（
土は

師じ

器き

＝
25
頁
を
参
照
）
を
出
土
し
た
。
四
世
紀
前
半

の
住
居
と
推
定
さ
れ
る
（
市
史
通
史
編
）。
平
成
十
五
年
（2003

）
に
は
、

同
遺
跡
か
ら
、
古
墳
時
代
前
期
初
め
と
比
定
さ
れ
た
住
居
跡
が
発
掘
さ

れ
、
こ
れ
ら
は
、
隣
接
す
る
西
原
大
塚
の
遺
跡
か
ら
広
が
っ
た
集
落
跡
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

古
墳
時
代
の
前
期
末
か
ら
中
期
に
か
け
て
、
市
内
の
遺
跡
は
減
少
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
中
期
の
遺

跡
と
し
て
、
中
道
・
城
山
・
中
野
遺
跡
か
ら
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
、
平
成
七
年
（1995

）
に
発
掘
調
査
さ

れ
た
中
道
遺
跡
の
住
居
跡
は
、
五
世
紀
中
葉
と
比
定
さ
れ
た
。
カ
マ
ド
を
も
つ
住
居
跡
と
し
て
は
、
市
内

最
古
の
も
の
で
あ
る
。

　

五
世
紀
末
葉
に
な
る
と
、
遺
跡
は
増
加
す
る
傾
向
に
転
じ
、
特
に
七
世
紀
前
半
か
ら
中
葉
に
か
け
て
、

覆
う
焼
成
法
が
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
焼
成
温
度
が
一
定
に
保
た
れ
、
よ
り
良
好
な
焼
き
上
が
り
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

縄
文
土
器
は
焼
成
後
に
赤
く
彩
色
（「
赤
彩
」）
さ
れ
て
い
た
が
（
赤
い
顔
料
は
ベ
ン
ガ
ラ
∧
酸
化
鉄
∨
）。
弥

生
土
器
は
焼
成
前
に
赤
彩
さ
れ
た
。
弥
生
土
器
の
型
式
は
、
壷
・
甕か
め

・
鉢
の
ほ
か
、
高た
か

坏つ
き

な
ど
も
あ
り
、

穀
物
の
調
理
や
保
存
用
の
容
器
が
中
心
と
し
て
作
ら
れ
た
。

　

壺
や
鉢
に
も
台
を
取
り
付
け
た
も
の
が
登
場
し
、
独
立
し
た
器

台
も
作
ら
れ
た
。
土
器
に
は
、
縄な
わ

目め

、
刻
き
ざ
み

目
、
櫛
で
描
い
た
よ
う

な
描
「
く
し
が
き
」
文
な
ど
の
文
様
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　

市
内
で
は
、
弥
生
時
代
後
期
の
特
徴
を
も
つ
、「
吉よ
し

ヶが

谷や
つ

式
土
器
」

が
発
見
さ
れ
、
出
土
品
と
し
て
、
甕
形
、
壷
形
な
ど
土
器
の
主
だ
っ

た
器
種
が
揃
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
土
器
は
、
志
木
市
の
北
東
に

所
在
す
る
東
松
山
市
大
谷
の
「
吉
ヶ
谷
遺
跡
」
で
数
多
く
発
掘
さ

れ
て
お
り
、
市
内
で
出
土
し
た
土
器
類
は
同
遺
跡
に
由
来
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、「
吉
ヶ
谷
遺
跡
竪
穴
住
居
跡
」
の
土
器
は
、

考
古
学
で
土
器
の
形
式
を
設
定
す
る
際
の
基
準
資
料
と
な
り
、
埼

「方形周構墓」から出土した土器
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早
期
か
ら
晩
期
ま
で
の
縄
文
時
代
の
住
居
跡
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
が
、
以
後
の
弥
生
時
代
、
古
墳
時
代
、

さ
ら
に
そ
れ
以
後
の
住
居
跡
を
も
含
ん
で
い
る
。

　

長
期
間
に
わ
た
り
、
継
続
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
は
、
住
み
易
い
風
土
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
弥
生

時
代
に
な
っ
て
海
面
が
下
が
っ
た
の
ち
も
、柳
瀬
川
、新
河
岸
川
が
東
京
湾
に
流
れ
込
み
、耕
地
が
広
が
っ

て
、
水
陸
の
恵
み
に
よ
る
良
き
環
境
が
保
た
れ
よ
う
だ
。

 

二・十
五　
城
山
遺
跡
で
古
墳
時
代
の
住
宅
跡
の
発
見
・
・
・

　

市
内
柏
町
三
丁
目
の
発
掘
調
査
の
経
緯
は
、
昭
和
五
十
六
年
六
月
、
名
鉄
不
動
産
（
株
）
か
ら
、
志
木

市
の
教
育
委
員
会
宛
に
照
会
が
あ
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
内
容
は
、
同
所
が
、
す
で
に
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
る
の
で
、（
株
）長
谷
川
工
務
店
が
施
行
す
る
ビ
ル
の
建
設
工
事
に
当
っ
て
、

志
木
市
で
は
、
埋
蔵
文
化
財
を
ど
う
取
扱
う
の
か
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。　

　

名
鉄
不
動
産
と
志
木
市
と
の
間
で
協
議
が
行
わ
れ
、
調
査
機
関
・
調
査
費
用
な
ど
に
つ
い
て
合
意
に
達

し
た
の
で
、
教
育
委
員
会
は
開
発
主
体
者
に
対
し
て
、
志
木
市
遺
跡
調
査
会
を
斡
旋
し
、
発
掘
調
査
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

昭
和
五
十
八
年
九
月
、
名
鉄
不
動
産
か
ら
発
掘
届
が
提
出
さ
れ
、
遺
跡
調
査
会
は
委
託
契
約
書
を
取
り

交
わ
し
た
後
、
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
届
を
文
化
庁
宛
て
に
提
出
し
た
。

発
掘
さ
れ
た
遺
跡
数
は
急
増
す
る
。

　

中
道
・
城
山
・
中
野
遺
跡
で
、
五
世
紀
こ
ろ
の
住
居
跡
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
確
認
さ
れ
た
。
柏
町
地
区
を
中

心
と
し
た
集
落
が
、
七
世
紀
前
半
以
降
に
な
っ
て
周
辺
地
域
に
拡
散
し
た
の
で
は
、
と
い
う
動
き
が
読
み

取
れ
る
。

　

新
邸
遺
跡
で
は
、
初
め
て
古
墳
時
代
後
期
（
七
世
紀
中
葉
）
に
比
定
さ
れ
る
、
小
型
で
長
方
形
の
住
居

跡
が
検
出
さ
れ
た
。
焼
失
住
居
と
推
定
さ
れ
、
床
面
上
か
ら
は
土
器
・
炭
化
材
の
他
ベ
ン
ガ
ラ
塊
が
出
土

し
た
。

　

現
在
、
五
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
後
半
に
か
け
て
、
と
比
定
で
き
る
住
居
跡
は
、
城
山
遺
跡
で
二
百
軒

を
越
え
て
最
も
多
く
、
次
い
で
中
野
遺
跡
で
約
五
十
軒
、
中
道
遺
跡
で
約
十
五
軒
、
田
子
山
遺
跡
で
約
十

軒
を
数
え
、
新
邸
遺
跡
で
も
一
軒
見
付
か
っ
て
い
る
。

　

平
成
五
年
（1993

）
に
調
査
さ
れ
た
田
子
山
遺
跡
か
ら
、
六
世
紀
後
半
以
降
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
、

四
〜
五
メ
ー
ト
ル
、
不
整
円
形
で
、
ブ
リ
ッ
ジ
を
も
つ
小
型
の
円
形
周
溝
墓
が
一
基
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、

平
成
十
四
年
（2002

）、
田
子
山
遺
跡
の
調
査
で
、
御
嶽
神
社
を
取
り
囲
む
、
外
周
が
推
定
約
三
十
三
メ
ー

ト
ル
の
巨
大
な
溝
跡
の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
、古
墳
の
周
溝
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

　
志
木
市
の
中
野
、
城
山
、
中
道
、
西
原
大
塚
遺
跡
で
は
・
・
・
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と
こ
ろ
が
、
こ
の
開
発
計
画
に
つ
い
て
は
近
隣
住
民
の
反
対
運
動
が
あ
っ
た
の
で
、
教
育
委
員
会
は
、

そ
の
問
題
の
解
決
を
待
っ
て
発
掘
を
行
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
開
発
側
に
協
力
を
要
請
し
た
。

　

昭
和
六
十
年
二
月
、
開
発
行
為
が
許
可
さ
れ
、
同
年
三
月
に
は
開
発
側
と
住
民
側
と
の
協
議
は
ほ
ぼ
合

意
に
達
し
た
。
発
掘
開
始
の
体
勢
が
整
っ
た
の
で
、
四
月
、
調
査
届
を
再
提
出
し
て
、
発
掘
は
よ
う
や
く

開
始
さ
れ
た
。

　

昭
和
四
十
八
年
（1973

）
市
内
の
西
原
で
行
わ
れ
た
、
当
市
と
し
て
始
め
て
の
大
規
模
な
発
掘
調
査
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
前
号
で
述
べ
た
が
、
今
回
の
柏
町
三
丁
目
の
発
掘
は
、
当
市
と
し
て
、
二
度
目
と
な

る
規
模
の
大
き
な
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
と
な
っ
た
。

　
検
出
さ
れ
た
遺
構
と
遺
物
は
・
・
・

　

調
査
地
点
は
、
志
木
市
立
第
三
小
学
校
（
中
世
の
「
大
石
氏
の
館
」
＝
「
柏
城
」
と
も
い
わ
れ
る
＝
の
跡
地
）

の
一
部
に
当
り
、
調
査
さ
れ
た
区
域
の
面
積
は
、4,964.39m

2

（
約
五
千
平
米
、
千
五
百
坪
）。
発
掘

さ
れ
た
遺
跡
の
全
体
を
北
か
ら
俯
瞰
し
た
写
真
と
、
遺
構
の
分
布
図
を
23
頁
に
示
す
（
志
木
市
遺
跡
調
査
会

調
査
報
告
第
４
集
、
城
山
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
、1988

年
）。

　

検
出
さ
れ
た
住
居
跡
は
、
六
十
戸
以
上
、
そ
の
う
ち
五
十
二
軒
は
古
墳
時
代
後
期
の
も
の
で
、
多
く
は

正
方
形
に
近
い
平
面
で
、
そ
の
規
模
は
、
一
辺
が5m

〜6m

台
の
も
の
が
大
部
分
を
占
め
る
。

「大石氏館」跡に隣接する「城山遺跡」
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多
く
は
炉
を
も
ち
、
カ
マ
ド
・
貯
蔵
穴
、
柱
穴
、
壁
溝
が
検
出
さ
れ
た
。
土
坑
は
三
十
二
、
溝
址
は
、「
柏

城
」
の
付
属
施
設
で
は
、
と
推
定
さ
れ
た
。
調
査
の
結
果
、
住
居
跡
の
変
遷
は
、
出
土
し
た
土
器
な
ど
の

検
討
に
よ
っ
て
ほ
ば
七
期
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

古
墳
時
代
後
期
の
土
器
が
出
土
し
、
土
師
器
は
大
量
発
掘
さ
れ
た
が
、
須す

恵え

器
の
数
は
僅
か
だ
っ
た
。

発
掘
さ
れ
た
遺
構
の
多
く
は
、「
鬼お
に

高た
か

式
期
」
の
も
の
と
さ
れ
る
。

　

古
墳
時
代
後
期
の
代
表
的
な
集
落
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
る
「
鬼
高
遺
跡
」
は
、
千
葉
県
市
川
市
鬼
高
一

丁
目
に
所
在
し
、
出
土
し
た
土
器
は
、
こ
の
時
期
を
代
表
す
る
標
識
土
器
と
し
て
、「
鬼
高
土
器
」
と
呼

称
さ
れ
て
い
る
。
土
師
器
形
式
の
土
器
で
、
須
恵
器
を
模
倣
し
た
坏つ
き

を
指
標
と
し
た
長
胴
甕か
め

、
大
形
長ち
ょ
う

胴ど
う

甕が
め

、
大
形
甑こ
し
き、
埦わ
ん

、
高た
か

坏つ
き

な
ど
か
ら
な
っ
て
い
る
。

 

二・十
六　
古
墳
時
代
の
土
器
は
「
土は

師じ

器き

」
と
「
須す

恵え

器き

」

　
「
土
師
器
」
は
弥
生
土
器
の
流
れ
を
汲
む
日
本
在
来
の
土
器
。
素
焼
き
、
赤
褐
色
か
黄
褐
色
で
文
様
が

な
い
。
轆ろ
く

轤ろ

・
窯か
ま

を
用
い
ず
に
焼
成
さ
れ
、
煮
炊
き
や
食
器
に
用
い
ら
れ
る
。
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
、
平

安
時
代
ま
で
生
産
さ
れ
た
。

　

氏
姓
制
度
で
は
、
担
当
す
る
部
の
集
団
は
「
土は

師じ

部べ

」
と
呼
ば
れ
る
。
埴は
に
わ輪

も
土
師
器
の
製
法
で
作
ら

れ
、
土
師
器
は
庶
民
一
般
に
広
く
使
用
さ
れ
た
。
律
令
制
度
が
整
備
さ
れ
て
定
着
す
る
に
従
い
、
須
恵
器

工
人
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、
ロ
ク
ロ
の
使
用
が
採
り
入
れ
ら
れ
る
。

　

一
方
、土
師
器
本
来
の
製
法
を
汲
む「
手
捏づ
く

ね（
手
作
り
）土
器
」に
、独
特
の
祭
祀
的
意
味
が
付
加
さ
れ
、

中
世
以
降
の「
か
わ
ら
け
投
げ
」（
厄
除
け
の
た
め
に
、高
所
か
ら
素
焼
き
の
酒
杯
や
皿
を
投
げ
る
）に
つ
な
が
っ
た
。

　
「
須
恵
器
」
は
、
古
墳
時
代
後
期
に
大
陸
か
ら
伝
え
ら
れ
た
土
器
。『
日
本
書
紀
』
に
、
百
済
の
帰
化
人

に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
朝
鮮
に
そ
の
祖
形
が
あ
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
陶
質
、
青
灰
色
硬
質
の
土
器
で
、

祝い
わ

部い
べ

土
器
（
祭
祀
用
と
し
て
）
と
も
呼
ば
れ
る
。
ロ
ク
ロ
を
用
い
て
作
ら
れ
、
釉う
わ

薬ぐ
す
りを

か
け
ず
、
登
の
ぼ
り

窯が
ま

（
炉

の
内
部
を
仕
切
っ
て
大
量
に
焼
く
窯
）
で
摂
氏
千
度
以
上
の
還
元
炎
に
よ
り
焼
成
さ
れ
た
。

　

古
墳
時
代
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
数
多
く
作
ら
れ
、
担
当
す
る
部
は
「
陶す
え
つ
く
り
べ

作
部
」
で
あ
る
。
土
師
器

と
較
べ
る
と
、
多
く
は
支
配
階
級
や
官
人
に
使
用
さ
れ
た
。
律
令
制
度
が
整
備
、
定
着
さ
れ
る
に
し
た
が

い
土
師
器
工
人
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、
珠す

洲ず

焼
（
珠
洲
窯
は
、
現
・
石
川
県
珠
洲
市
に
復
活
し
た
）・
常と
こ

滑な
め

焼
（
常

滑
窯
は
現
・
愛
知
県
常
滑
市
）・
瀬
戸
焼
（
現
・
愛
知
県
瀬
戸
市
）
な
ど
の
中
世
陶
器
に
繋
が
っ
た
。

　
南
比
企
窯よ
う
跡せ
き
群っ
ぐ
んは
・
・
・

　

志
木
市
の
北
西
に
所
在
す
る
鳩
山
町
を
中
心
と
し
て
、
嵐
山
町
・
と
き
が
わ
町
・
東
松
山
市
の
一
部
に

か
け
て
、
ゴ
ル
フ
場
の
造
成
の
さ
い
の
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
た
、
東
日
本
最
大
級
の
窯
跡
群
で
あ
る
。

六
世
紀
初
頭
か
ら
十
世
紀
前
半
頃
ま
で
須
恵
器
や
瓦
を
生
産
し
、奈
良
時
代
中
頃
に
は
、武
蔵
国
分
寺
（
創
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建
期
）
の
瓦
を
大
量
に
製
造
し
て
、
南
へ
約
四
十
キ
ロ
離
れ
た
国
分
寺
ま
で
運
ば
れ
た
、
と
い
う
。

 
二・十
七　
「
古
墳
時
代
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
・
・
・

　

弥
生
時
代
の
中
・
後
期
に
出
現
し
た
「
方
形
周
構
墓
」
は
、
志
木
市
内
で
は
や
や
遅
れ
て
、
後
期
か
ら

古
墳
時
代
前
期
に
か
け
て
造
ら
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
土
で
塚
を
築
く
弥
生
時
代
の
「
墳
丘
墓
」
は
、
そ
の
規
模
が
拡
大
さ
れ
、
つ
い
に
は
、

代
表
的
な
古
墳
と
し
て
、
巨
大
な
「
前
方
後
円
墳
」
が
現
れ
る
。
国
内
全
般
の
流
れ
に
よ
る
と
、
大
型
古

墳
の
造
営
は
、
強
大
な
首
長
個
人
の
権
力
誇
示
と
も
な
っ
て
、
三
世
紀
中
頃
か
ら
七
世
紀
頃
始
め
ま
で
続

い
た
。
そ
こ
で
歴
史
の
上
で
は
、
縄
文
、
弥
生
時
代
と
対
比
し
て
、
こ
の
時
期
を
「
古
墳
時
代
」
と
呼
ぶ

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

 

二・十
八　
志
木
市
に
「
古
墳
」
は
築
か
れ
た
？

　

例
え
ば
、
幸
町
二
丁
目
の
「
塚
の
山
古
墳
」
を
は
じ
め
、
古
墳
の
跡
地
と
伝
え
ら
れ
る
志
木
市
内
の
遺

跡
は
、
い
ず
れ
も
規
模
が
小
さ
い
。「
田
子
山
」（
本
町
二
丁
目
）
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
、
星
野
家
の
残

し
た
「
文
化
十
一
年
引
又
宿
絵
図
」
に
、
古
墳
ら
し
き
小
さ
い
山
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
明
治
五

年
、
こ
の
塚
に
土
盛
り
し
て
「
田
子
山
富
士
塚
」（
埼
玉
県
指
定
文
化
財
と
な
る
）
が
建
造
さ
れ
た
た
め
、
今

と
な
っ
て
は
、
最
早
、
確
か
め
る
手
立
て
は
な
い
。

　

ま
た
、
田
子
山
一
帯
で
は
、
各
時
代
の
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
が
、
新
河
岸
川
に
沿
っ
て
さ
ら
に
武

蔵
野
台
地
の
崖
線
を
南
下
し
、
朝
霞
市
中
に
入
る
と
、
浜
崎
、
宮
戸
に
八
塚
古
墳
、
長
塚
古
墳
、
峡は
け

山や
ま

古

墳
な
ど
の
内
間
木
古
墳
群
、
さ
ら
に
岡
、
根
岸
台
へ
と
下
る
と
，
柊
ひ
い
ら
ぎ

塚づ
か

古
墳
、
一い
ち

夜や

塚づ
か

古
墳
、
狐
塚
古
墳
、

男
塚
・
女
塚
古
墳
な
ど
の
根
岸
古
墳
群
が
今
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
古
墳
の
多
く
は
、
近
年
に
な
っ
て
、
地
域

の
開
発
行
為
の
た
め
に
姿
を
消
し
、
或
い
は
改
変
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
但
し
、
柊
塚
古
墳
の
み
は
、
破
損
が
一
部
だ
っ
た
た
め
、
大

規
模
な
修
復
が
行
わ
れ
て
整
備
さ
れ
、
地
域
一
帯
は
「
柊
塚
古
墳

歴
史
広
場
」
と
し
て
公
開
さ
れ
た
。
こ
の
古
墳
で
は
、
墳
丘
（
土

を
積
ん
だ
墳
墓
）
が
現
存
し
、
埼
玉
県
南
部
で
は
唯
一
の
「
前
方
後

円
墳
」
と
し
て
、
平
成
十
四
年
、
県
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。

　
柊
塚
古
墳
は
・
・
・

　

朝
霞
市
岡
三
丁
目
26
に
所
在
し
、
前
方
の
墳
丘
は
後
世
の
耕
作

な
ど
に
よ
っ
て
削
ら
れ
た
が
、
後
円
部
の
墳
丘
は
幸
運
に
も
保

存
さ
れ
た
。
墳
丘
長
が
約
六
十
六
メ
ー
ト
ル
、
後
円
部
の
直
経
は

柊 塚 古 墳
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四
十
八
メ
ー
ト
ル
で
、
前
方
部
長
さ
、
約
十
八
メ
ー
ト
ル
、
地
表
か
ら
の
高
さ
は
後
円
部
で
七
、
周
濠
底

面
か
ら
約
八
、五
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
残
存
高
が
約
二
メ
ー
ト
ル
の
「
前
方
後
円
墳
」
で
、
墳
丘
の
周
り

に
は
幅
六
〜
十
五
メ
ー
ト
ル
の
周
濠
が
巡
ら
さ
れ
て
い
る
（
但
し
、
方
部
前
面
で
途
切
れ
て
い
る
）。
二
基
の

埋
葬
施
設
、
家
形
の
埴
輪
、
壺
形
土
器
が
出
土
し
、
周
濠
か
ら
馬
形
埴
輪
、
人
物
埴
輪
、
円
筒
埴
輪
な
ど

が
多
数
発
見
さ
れ
た
。
六
世
紀
前
葉
（
約
千
五
百
年
前
）
に
造
ら
れ
た
、
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

 

二・十
九　
「
埼
玉
古
墳
群
」（
行
田
市
）

　

目
を
県
北
に
転
じ
て
み
よ
う
。
行
田
市
に
残
さ
れ
た
八
基
の
前
方
後
墳
と
円
墳
一
基
が
残
さ
れ
た
大

型
古
墳
群
は
、「
埼
玉
古
墳
群
」
と
し
て
全
国
有
数
の
古
墳
群
と
し
て
知
ら
れ
、
国
の
史
跡
と
し
て
整
備

が
な
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
大
型
古
墳
の
周
囲
に
陪
臣
（
又ま

た

家げ

来ら
い

）
の
小
型
古
墳
が
あ
っ
て
、
円
墳

三
十
五
基
、
方
墳
一
基
か
ら
成
立
っ
て
い
た
が
、
昭
和
初
期
に
周
囲
の
沼
地
の
干
拓
の
た
め
に
取
壊
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
こ
の
古
墳
群
は
五
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
稲
荷
山
古
墳
か
ら
鉄
剣
が
出
土

　

昭
和
四
十
三
年
（1968

）、「
稲
荷
山
古
墳
」
の
発
掘
調
査
で
、
後
円
部
分
か
ら
金き
ん

錯さ
く

銘
（
金
錯
は
金
象ぞ
う

嵌が
ん

の
こ
と
＝
象
っ
て
金
属
に
嵌
め
込
む
工
芸
技
法
＝
）の
入
っ
た
鉄
剣
が
発
掘
さ
れ
る
。ま
た
副
葬
品
と
し
て
、

画が

文も
ん

帯た
い

神
獣
鏡
（「
神
獣
鏡
」
は
、前
記
し
た
よ
う
に
、中
国
か
ら
卑
弥
呼
に
下
賜
さ
れ
た
も
の
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
）。

一
面
、勾ま
が

玉た
ま

、銀
環
、金
銅
帯
金
具
刀
剣
類
一
括
、挂け
い

甲こ
う

小こ

札ざ
ね

（
挂
甲
は
鎧
の
形
式
、

札
は
鎧
の
胴
部
）
一
括
、
馬
具
類
一
括
、
鉄
鏃ぞ
く

（
鉄
の
矢
じ
り
）
一
括
な
ど
が
出

土
し
た
。
昭
和
五
十
三
年
（1978

）、
鉄
剣
の
保
存
処
理
中
に
百
十
五
文
字
の

金
象
嵌
の
銘
文
が
検
出
さ
れ
、
こ
の
古
墳
群
は
日
本
国
中
に
知
れ
渡
る
こ
と

と
な
る
。
以
来
こ
の
剣
は
、「
稲
荷
山
鉄
剣
」（
金
錯
銘
鉄
剣
）
と
称
せ
ら
れ
る
。

　

鉄
剣
に
記
さ
れ
た
銘
文
銘
に
は
、
辛
亥
年
と
あ
る
が
、
こ
れ
を
四
百
七
十
一

年
、
と
す
る
定
説
に
対
し
て
、
五
百
三
十
一
年
と
す
る
説
も
あ
っ
て
定
か
で

は
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
出
土
品
は
、
昭
和
五
十
一
年
（1981

）
に
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
、
つ
づ
い
て
そ
の
翌
々
年
に
は
、
一
括
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。

　

稲
荷
山
古
墳
の
謎

　
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
安
閑
天
皇
三
年
（534

）、
天
皇
か
ら
笠か
さ

原は
ら
の

直あ

使た
い

主お
み

が
武
蔵
国
の
国
造
を
任
命
さ
れ
、
埼
玉
郡
笠
原
（
現
・
鴻
巣
市
笠
原
）
を

拠
点
と
し
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

当
時
は
何
の
基
盤
も
な
い
こ
の
地
に
突
如
と
し
て
、
畿
内
に
匹
敵
す
る
中
型

埼
玉
古
墳
群
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の
前
方
後
円
墳
が
現
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
の
一
つ
、「
稲
荷
山
古
墳
」
か
ら
出
土
し
た
鉄
剣
の
銘
に

見
え
る
「
ヲ
ワ
ケ
」
の
父
の
名
の
「
カ
サ
ヒ
ヨ
」
が
「
カ
サ
ハ
ラ
」
と
読
め
る
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
れ
ば
、

笠
原
を
本
拠
と
し
た
武
蔵
国
国
造
の
墓
で
は
な
い
か
と
い
う
説
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
な
が
ち
空
論

と
は
い
え
な
い
。

　
稲
荷
山
古
墳
一
帯
は
、
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
た

　

現
在
の
稲
荷
山
古
墳
の
規
模
は
、
墳
丘
長
百
二
十
メ
ー
ト
ル
、
後
円
部
径
六
十
二
メ
ー
ト
ル
・
高
さ

十
一
、七
メ
ー
ト
ル
、
前
方
部
幅
七
十
四
メ
ー
ト
ル
・
高
さ
十
、七
メ
ー
ト
ル
、
一
帯
は
県
営
の
広
域
公
園
、

「
さ
き
た
ま
古
墳
公
園
」
と
し
て
整
備
さ
れ
、「
埼
玉
県
さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

 

二・二
十　
竪
穴
式
住
居
と
土
器
の
使
用
は
、
時
代
を
越
え
て
・
・
・

　

志
木
市
の
柏
町
、
中
野
、
西
原
大
塚
な
ど
で
発
掘
さ
れ
た
集
合
住
居
跡
で
は
、
弥
生
時
代
、
古
墳
時
代

を
経
て
、
奈
良
・
平
安
時
代
に
つ
づ
く
各
時
代
の
住
居
が
確
認
さ
れ
た
が
、
時
代
の
考
証
に
は
、
出
土
し

た
土
器
の
特
徴
が
役
立
っ
た
よ
う
だ
。

　

竪
穴
式
住
居
は
、
地
面
を
円
形
や
方
形
に
掘
り
窪
め
、
そ
の
中
に
柱
を
建
て
、
梁
や
垂
木
を
繋
ぎ
合
わ

せ
た
骨
組
み
の
上
か
ら
土
、
葦
な
ど
の
植
物
で
屋
根
を
葺
い
た
建
物
で
、
類
似
し
た
住
居
は
諸
外
国
で
も

発
見
さ
れ
、
英
語
表
記
と
し
て
「pit-house

」
が
使
わ
れ
る
。

　

日
本
で
は
旧
石
器
時
代
の
後
期
か
ら
造
ら
れ
た
が
、
縄
文
時
代
に
は
急
速
に
増
え
、
弥
生
時
代
以
降
へ

と
引
き
継
が
れ
た
。

　
「
伏ふ
せ

屋や

式し
き

」
と
「
壁か
べ

立だ
ち

式し
き

」
と
が
あ
る
が
、
屋
根
を
地
面
ま
で
葺
き
お
ろ
し
た
伏
屋
式
が
主
流
で
、
壁

立
式
は
拠
点
集
落
の
大
形
住
居
に
限
ら
れ
る
。
竪
穴
の
壁
に
沿
っ
て
細
い
柱
を
狭
い
間
隔
で
立
て
並
べ
て

側
壁
を
つ
く
っ
た
も
の
で
、
首
長
が
権
威
を
示
す
居
館
と
し
て
、
弥
生
・
古
墳
時
代
に
築
造
さ
れ
た
。

　

竪
穴
住
居
は
平
安
時
代
ご
ろ
ま
で
、
東
日
本
で
は
中
世
ま
で
、
東
北
地
方
で
は
室
町
時
代
ま
で
造
ら
れ

て
い
た
。
人
々
は
集
落
を
つ
く
り
、
狩
猟
の
暮
し
が
農
耕
に
移
っ
て
、
収
穫
し
た
米
な
ど
を
保
管
す
る
た

め
に
、
高
床
式
の
倉
庫
が
つ
く
ら
れ
た
。
高
い
湿
度
、
夏
の
暑
さ
の
対
策
と
し
て
、
ま
た
鼠
な
ど
か
ら
穀

物
を
守
る
だ
け
で
は
な
く
、竪
穴
住
居
と
較
べ
て
住
み
心
地
が
良
い
こ
と
が
分
る
と
、有
力
な
氏
族
は
競
っ

て
高
床
式
の
住
居
を
建
て
、
そ
こ
で
暮
す
よ
う
に
な
る
。
特
に
、
平
安
時
代
に
な
る
と
、
近
畿
地
方
で
は

殆
ど
が
平
地
住
居
に
移
行
し
た
。

 

二・二
十
一　
大
和
政
権
の
行
方
は
・
・
・

　

大
和
を
中
心
と
す
る
政
治
連
合
で
は
、
支
配
者
と
民
衆
と
が
分
離
し
、
権
力
者
と
し
て
王
や
豪
族
が
台

頭
し
始
め
る
。
竪
穴
住
居
に
住
む
民
衆
に
対
し
て
、
支
配
す
る
者
は
、
環
濠
を
巡
ら
し
た
高
床
住
居
に
住

む
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大お
お

王き
み

（
後
に
は
天
皇
、
皇
子
、
皇
女
に
対
す
る
尊
称
と
な
る
）
を
中
心
と
す
る
有
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力
氏
族
の
連
合
体
と
し
て
、
大
和
朝
廷
は
、
四
世
紀
の
半
ば
に
西
日
本
を
統
一
し
、
さ
ら
に
五
世
紀
、
関

東
地
方
へ
と
進
出
す
る
。

　

豪
族
は
氏う
じ

と
い
う
血
縁
関
係
で
結
ば
れ
、
氏う
じ

人び
と

を
率
い
て
政
権
に
仕
え
。
大
王
を
核
と
し
た
組
織
が
確

立
さ
れ
た
。
大
王
は
、
彼
ら
に
対
し
て
、
そ
の
地
位
を
示
す
姓か
ば
ねを
与
え
、
氏
と
姓
を
用
い
た
組
織
に
よ
っ

て
身
分
、
階
級
制
度
が
つ
く
ら
れ
は
。
氏
に
は
蘇そ

我が

・
平へ

群ぐ
り

の
よ
う
な
地
名
を
使
う
も
の
、
大お
お

伴と
も

、
物も
の

部の
べ

に
代
表
さ
れ
る
職
務
に
よ
る
も
の
が
あ
り
、
姓
と
し
て
臣お
み

、
連む
ら
じな
ど
が
、
そ
の
家
柄
や
職
業
に
よ
っ
て
与

え
ら
れ
た
。
蘇
我
、
物
部
と
い
っ
た
臣
、
連
の
中
で
も
特
に
有
力
な
も
の
を
、
大お
お

臣お
み

、
大お
お

連む
ら
じと

し
て
任
命

し
、
中
央
の
政
治
に
当
た
ら
せ
、
一
方
、
地
方
の
有
力
な
豪
族
に
は
国
く
に
の

造み
や
っ
こ、

県
あ
が
た

主ぬ
し

、
な
ど
の
地
位
を
与

え
て
職
に
就
か
せ
た
。

　

し
か
し
、
豪
族
同
士
の
争
い
が
次
第
に
激
化
し
て
、
六
世
紀
の
終
わ
り
に
は
、
原
始
神
道
の
神
事
に
携

わ
っ
て
い
た
物
部
氏
と
、
仏
教
の
伝
来
を
受
容
す
る
蘇
我
氏
が
対
立
し
、
用
明
二
年
（587

）、
蘇
我
馬う
ま

子こ

が
物
部
守も
り

屋や

を
滅
ぼ
し
て
政
権
を
握
る
。
な
お
、
仏
教
は
、
朝
鮮
半
島
を
訪
問
し
た
人
々
、
或
い
は
渡
来

人
に
よ
っ
て
す
で
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、正
式
に
は
、「
仏
教
公
伝
」は
、六
世
紀
半
ば
の
欽
明
天
皇
期
に
、

百
済
か
ら
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
指
す
。

　

権
力
者
の
蘇
我
馬
子
は
、崇す

峻し
ゅ
ん

五
年
（592

）、崇
峻
天
皇
（
三
十
二
代
）
を
殺
害
す
る
。
欽
明
天
皇
（
二
十
九

代
）
の
皇
女
が
即
位
、
五
百
九
十
三
年
、
女
帝
の
推
古
天
皇
（
三
十
三
代
）
が
後
を
継
ぐ
。
天
皇
の
甥
に
当

た
る
厩
う
ま
や

戸ど
の

皇お
う

子じ
（
百
年
の
後
か
ら
は「
聖
徳
太
子
」と
呼
ば
れ
る
）
が
摂
政
と
な
っ
て
、政
治
の
改
革
に
当
た
っ
た
。

　
『
日
本
書
記
』
に
よ
れ
ば
、
推
古
十
二
年
（604

）、
臣
下
を
等
級
に
分
け
る
「
冠
位
十
二
階
」
を
定
め
、

憲
法
十
七
条
が
制
定
さ
れ
て
国
の
形
態
が
整
え
ら
れ
た
。

 

二・二
十
二 　
古
墳
時
代
の
終
末
期
は
「
飛
鳥
時
代
」
と
い
わ
れ
る

　

推
古
天
皇
が
即
位
さ
れ
る
前
年
、「
飛
鳥
」
の
地
（
現
・
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
付
近
）
に
都
が
置
か
れ
た

の
で
、
こ
の
年
か
ら
、
平
城
京
に
遷
都
さ
れ
る
ま
で
を
「
飛
鳥
時
代
」
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
律
令
国
家
の
成
立
＝ 

に
つ
づ
く


